
45

め
ま
す
。

  

町
民
課
関
係

　

町
民
課
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度

も
町
民
皆
さ
ま
の
高
い
納
税
意
識
に

支
え
ら
れ
、
収
納
率
は
道
内
市
町
村

で
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、

納
税
に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
関
係
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
方
の
ご
協

力
や
各
種
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
、
防
災
関
係
で
は
、
３
・
11

を
教
訓
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
施

設
の
機
能
調
査
や
防
災
備
品
な
ど
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

戸
籍
窓
口
関
係
に
つ
い
て
は
、
戸

籍
の
電
子
化
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

事
務
を
管
内
で
い
ち
早
く
実
施
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
対
応
向
上
に

努
め
ま
す
。

  

瓜
幕
支
所

　

瓜
幕
支
所
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
完
成
し
た
瓜
幕
駅

舎
記
念
広
場
を
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
瓜
幕
を
訪
れ
る
観
光
客
を
迎

え
る
施
設
と
し
て
運
用
し
ま
す
。

　

ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
っ

て
お
り
、
自
治
活
動
や
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
活
動
、
さ
ら
に
は
公
民
館
分
館

活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
年
間

を
通
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

年
度
に
お
い
て
も
町
内
外
と
の
交
流

拠
点
と
し
て
情
報
発
信
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
乗
馬
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
で
き

る
体
験
施
設
と
し
て
定
評
が
あ
り
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
18
ホ
ー
ル
を
整
備

し
充
実
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
に
お

い
て
も
道
の
駅
う
り
ま
く
と
も
連
携

し
、
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
情
報
発
信

と
地
場
産
品
の
販
売
を
通
し
、
地
域

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

う
り
ま
く
夢
創
造
館
で
は
、
木
工

体
験
の
場
と
し
て
保
育
所
の
幼
児
か

ら
女
性
を
含
め
、
各
世
代
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
各
種
木
工
教
室

や
小
中
学
生
の
夏
・
冬
休
み
の
自
由

研
究
作
品
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

  

農　

業

　

農
業
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
９
月
の
記
録
的
な
大
雨

に
よ
り
収
穫
作
業
に
も
大
き
な
影
響

が
出
ま
し
た
が
、
酪
農
に
お
い
て
は

２
年
連
続
で
生
乳
出
荷
10
万
ト
ン
を

達
成
す
る
な
ど
、
農
業
生
産
額
は
史

上
最
高
額
と
な
る
１
６
９
億
３
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
者
皆
さ
ま

や
関
係
機
関
の
ご
尽
力
に
、
改
め
て

敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

お
り
、
想
定
外
と
な
ら
な
い
よ
う
万

全
の
対
応
を
講
じ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
ま
し

て
、
防
疫
の
視
点
で
農
村
環
境
整
備

計
画
を
策
定
し
、
農
業
と
観
光
の
有

機
的
連
携
の
下
、
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
瓜
幕
地

区
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
調
査
・
設

計
予
算
を
計
上
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
営
お

よ
び
道
営
事
業
、
補
助
事
業
に
よ
り

昨
年
の
集
中
豪
雨
対
策
を
進
め
、
き

め
細
か
な
基
盤
整
備
を
行
う
な
ど
、

本
年
度
に
お
い
て
も
、
生
産
者
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
新
規
作
物
の
研

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
を
中
心
に
農
業
基
盤
整
備
事
業
、

道
路
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
な

ど
の
公
共
事
業
を
予
算
措
置
し
、
景

気
対
策
に
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、

防
災
体
制
の
強
化
や
、
健
康
づ
く
り

事
業
な
ど
住
民
生
活
に
関
わ
り
の
深

い
事
業
に
も
配
慮
し
た
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

  

財
政
状
況

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
を
示
す
各
種
財

政
関
係
数
値
は
、
引
き
続
き
健
全
性

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
平
成
22

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年

度
比
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
の
８
・
２
％

で
あ
り
、
将
来
負
担
比
率
は
24
・
８

ポ
イ
ン
ト
減
の
22
・
１
％
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
経
常

収
支
比
率
は
、
前
年
度
比
３
・
０
ポ
イ

ン
ト
減
の
70
・
７
％
で
、
引
き
続
き
全

道
で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
政
状
況
は
地
方
交
付

税
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
の

で
、
社
会
経
済
情
勢
を
注
視
し
な
が

ら
、
今
後
も
計
画
的
で
効
率
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

  

ま
ち
づ
く
り
行
政

　

ま
ち
づ
く
り
関
係
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

地
方
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
長
引
く
デ
フ
レ
や
円
高
の
影
響

に
よ
る
深
刻
な
経
済
・
雇
用
情
勢
や
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
時
代
の
到

来
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
主
権
改
革
の
推
進
は
、
地
域

の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住
民
が
責
任

を
持
っ
て
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
改
革
で
あ
り
、
地
域
主
権
改

革
大
綱
に
基
づ
く
関
係
法
律
の
制
定

に
よ
り
、
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
度
は
、
２
年

目
と
な
る
第
６
期
鹿
追
町
総
合
計
画

を
核
と
し
、
地
域
特
性
や
資
源
を
生

か
し
、
自
主
自
立
し
た
行
財
政
運
営

を
進
め
る
べ
く
、
議
会
や
町
民
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
町
民

参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
広
報
広
聴
の
充
実
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
広
報
誌
、
地

域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
主
要
懸
案
事
項
説
明
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
双
方
向

型
の
広
報
広
聴
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
職
員
研

修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
政
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
経
験
を
活
か
し
、

積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
い
ず

み
野
団
地
第
４
次
分
譲
地
の
販
売
促

進
お
よ
び
、
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅

家
賃
助
成
制
度
を
創
設
し
、
定
住
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
で
は
、
27
年
目
を
迎
え

る
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
の
人
的

交
流
を
継
続
的
に
実
施
し
、
両
町
の

絆
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
一
層
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

時
代
に
あ
っ
て
、
国
際
感
覚
豊
か
な

職
員
育
成
に
向
け
、
海
外
長
期
研
修

に
派
遣
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
衛
隊
鹿
追
駐
屯
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
第
５
旅
団
管
内
の
改
編

に
伴
う
定
数
の
削
減
が
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
な
部
隊
の
配
置
や
然
別

演
習
場
の
有
効
活
用
に
よ
る
維
持
拡

充
を
図
る
べ
く
、
議
会
、
関
係
諸
団
体
、

町
民
皆
さ
ま
お
よ
び
警
備
地
区
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
一
層

の
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、
長
崎

県
鹿
町
町
と
の
姉
妹
提
携
が
解
消
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
治
体
に
お

け
る
人
・
文
化
・
経
済
な
ど
他
地
域

と
の
交
流
は
必
要
と
の
視
点
か
ら
、

民
間
で
の
交
流
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、

地
域
間
交
流
推
進
協
議
会
の
も
と
、

時
間
を
か
け
な
が
ら
新
た
な
友
好
自

治
体
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
交
流
推
進
に
つ

い
て
も
、
国
が
国
策
と
し
て
農
村
に

１
２
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
を
派
遣

し
よ
う
と
す
る
「
子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
視
野

に
、
関
係
諸
団
体
で
組
織
す
る
「
子

ど
も
宿
泊
体
験
交
流
協
議
会
」
を
設

置
し
、
町
外
か
ら
の
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
都
市
へ
町
内

の
小
学
生
を
派
遣
す
べ
く
準
備
を
進

町政執行方針

広報しかおい04月号.indd   4-5 12.3.28   10:20:50 PM




